
お酒と
遺伝子の話
The relation between drinking alcohol and genes

医療機関名：

アルコール分解酵素遺伝子多型・食道がんリスク検査

あなたの遺伝子は
どのタイプ？

アルコールの分解に関わる2つの酵素の
遺伝子型（ADH1BおよびALDH2）から、
あなたのお酒に対するタイプを分類。

問診票を使って飲酒歴、喫煙歴、
食習慣などをスコア化します。

1と2の結果を総合的に解析し食道がん・頭頚部がんの発症リスクを判定します。

本検査は病気を診断するものではなく、あなたの持って生まれた生涯変わらない

飲酒に対するタイプと現状から推察して健康管理にお使いいただくものです。

から 食道がん・頭頚部がんの
発症リスクを判定します血液 問診票

医療機関名：

当院では、

「アルコール分解酵素の遺伝子多型と問診票による

食道がん･頭頚部がんのリスク検査」が可能です。

お気軽にご相談下さい。



お酒に強い、弱いは
アルコールを分解する酵素の働きによって
決まっています。 21

アルコール アセトアルデヒド
（発がん性物質）

ADH1B

（アルコール脱水素酵素）
ALDH2

（2 型アルデヒド脱水素酵素）

酢酸
（無害）

あなたはお酒で
こんなことがありませんか？

乾杯の 1杯は飲めるが
それ以降は飲めない。

すぐ顔が赤くなるけど
それからも飲める。

飲んでいる時は
どんどん飲めてしまうが、
翌朝までお酒が残る。

1

翌朝昨晩

分解 分解 赤くなるけど
まだまだこれから！
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Bタイプ

お酒に強い

Cタイプ

タイプ→飲酒＋喫煙＝リスク増

お酒に強いと
勘違い
しやすい

Dタイプ

顔がすぐに
赤くなる

Eタイプ

下戸

アルコール分解酵素の遺伝子型

あなたはどのタイプ？

アルコール分解酵素の遺伝子型と、
現在の飲酒・喫煙等の生活習慣から、
食道がんの発症リスクがわかっています。4

アルコール脱水素酵素 ADH1Bと2 型アルデヒド脱水素酵素 ALDH2 の組み

合わせから5 つのタイプに分類され、それぞれ特徴があります（下の図と表）。

また、日本人の約半数は遺伝子的にはお酒に弱いことが分かっています。

Bタイプ

50%
Dタイプ

30%

Eタイプ

10%

Cタイプ 5%

Aタイプ 5%飲酒タイプの
日本人に占める割合

Aタイプ

アルコール
依存症に
なりやすい
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週396ｇ※（18合）

以上の飲酒

１日30g※

以上の飲酒

週96.5ｇ※

以上の飲酒＋喫煙

飲酒＋喫煙

症例数（症例 /対照群）
 発表国

オッズ比論文 飲酒/喫煙習慣の
組み合わせ

350ml缶ビールに
含まれるアルコール量

※アルコール量
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●この検査は医療機関で血液を採取する必要が
あります。検査をご希望の場合は主治医の先生
にご相談いただき、検査の内容をよくご確認の
上、病院やクリニックなどの医療機関で検査を
お申込み下さい。

●この検査は健康保険の対象とはなっておりません
ので自由診療となります。

　　　　　　　
の検査申込み方法は？
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